
て 」字 てーにの
中南で力の面至桜往 ． 
天保郷田 小川る町普干主主
に川土に川原間 － FFJ 
そ原民 、のと、帯小 ￥←二
びのに「河化出か川 4且三
え昇今八床し水らの VI、
て天も朔にて 4号、氾 111
いの尚の当いに泊濫 JII 
る松忠南る た暴宮 し f’E
のが山保現。成本た 『6
が、に川在そ宮町時 序氏
、亭の原ののふの代 ’r 三－
jifi A この桜 、る木 rr、
行とる相町かつ流現 玖ノ
人し、撲のって川在 E三重

え調松 説 なと がの ノ’
る馬、力明っし 天 国＿＿＿＿...
、場と 土 のてて然に ー京ー
大跡あ市中、、記うノ 、
~I島 、 つ斐に保昭念つ ／ア、
作昇 ての、 護手工l 物る ~ノ
造天 、松 さ十 。町~
氏の管及 れ六南こ w，，.、
で松国鳩 て年保 の，l..Lミ
あの者連 い以 Jll三 I 

る域はのる来原本 一 ｜ 第 15 号
。内 、力 。 、の の J守L ｜ 編集兼発行人

に南開 そ県昇昇 込午、 ｜ 朝日町役場内
居保記 の指天天 芹『祉~I
を城念指定のの 0再現蕊｜九 里 道 守
附祉の 定と松松 広 ι述・へも ｜印刷所両越印刷
ー＋ ｝のの な 由の両をいは た天 云言言；遂のてお力
四 国T i松人此 ら来が力入 相考然 の以 'i~のに両 、 足士
同』？で がの ぬ、E土れ撲えしで 来：留が中昇力行のは

月 ｛あほ河交と行しとるでら天な、味t,に天 土 司力却
｝るを力 戒司いもこあれにか此でる「しはなを己

I ;rho~ o植士 しの 考絶とつな昇ろのあ。かて勝し試の
A毛足｝ えの 1なめいえ命もたい つう 雷 る全いし負にそ問

励 ~ た荒 らな方しな 為こてかJ慌がく くまも相 う納
会 ｝ のを れいの て くにとし。が、 見れつつ撲 とで
日i が弔食て相よし、、で ま 方此え見たかを 、あ
〉 、う い撰うま力 引、号 iすのなえ。ず始前つ
今為 るをにつ悶分行と とf,q＜ん 当力め保た
日に玲。と 思たのけ 'WJ云 し力な」地閲た川
の、 つわと末もがう て土っと方の。原二
昇地 てれ 見遂 、し、こ 残 のた 云 の 末伍に人
夫 方 はるるに 7］＜ なと つ昇とう方 、角 来は
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此
の
昇
天
の
絵
は
、
樹
令

四
百
年
、
同
側
、
一

本
は
拾

五
尺
、
他
の
一
本
は
拾
四
尺

で
樹
高
夫
h

二
十
間
の
同
木

で
あ
る
。
県
下
口
元
大
の
松
と

一ニ
わ
れ
る
。

叫

M

M
h『

此
の
松
に
伝
わ
る
伝
説
を

た
ず
ね
て
見
よ
’1
。
昔
、
m
T

…笠
と
一五
4
関
東
の
力
士
と
鳩

一一
一一

O
日

連
と
一広
う
関
西
の
力
士
が
、

一

小
川
の
渡
で
出
会
っ
た。

間
一

15 

一
五
日

一
六
H

一
七
日

一
八
日

第

九
日

、12
J

aE

・・
，，z
‘、
官？ ”ー 4々内

屯・＇＇ ' .. 

号士
a’ひ

経
済
委
負
会

問
民
健
康
保
険
事
務
指
導
会

文
厚
委
員
会

総
務
委
員
会

朝
日
町
家
帯
共
進
会

黒
部
川
冷
水
地
帯
土
地
改
良
区

総
代
選
挙
執
行

臨
時
説
会

選
挙
管
理
委
員
会

十
二
月

一
目
現
在
で
段
業
委
員
会
要
員

選
挙
人
名
簿
が
調
製
さ
れ
ま
す
の
で
、
地

区
民
業
安
員
会
よ
り
選
挙
人
名
簿
登
載
申

請
書
が
配
布
さ
れ
ま
ず
か
ら
、
次
に
掲
げ

る
有
資
裕
者
は
漏
れ
な
く
十
二
月
五
日
ま

で
、
地
区
農
業
委
員
会
へ
提
出
し
て
下
さ

、。 二
二
日

二
五
日

二
六
日

ご
八
日

＝
一O
日

一二
一
日

＋
一

九五三一

一O
日

一
一
一
日

一一
一一日

一
四
日

一
五
日

民
生
委
員
推
薦
委
員
会

自
衛
隊
員
募
集
映
写
会

産
業
委
員
会

地
区
対
抗
マ
ラ
ソ
ン
大
会

続
務
委
員
会

・
民
業
委
員
会

月
日

消
防
分
団
長
会

第
三
回
町
民
体
育
大
会

女
同
県
安
員
会

黒
部
川
冷
水
地
借
朝
日
町
関
係

総
代
会

山
崎
小
学
校
建
築
入
札

町
内
会
長
代
表
者
会

例
月
会
計
監
査

自
衛
隊
員
募
集
吠
写
会

秋
季
消
防
大
演
習

日日日農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿

十
二
月
一
日
現
在
で
調
製

選
挙
人
名
簿
に
一
日
比
較
さ
れ
る
者

昭
和
三
十
一
年
十
二
月
一
日
現
在
に

農
業
委
員
会
に
住
居
を
有
し
、
か
っ
、

選
挙
人
名
搾
確
定
期
日
昭
和
三
十
二
年

三
月
五
日
に
年
令
満
二
十
才
以
上
に
達

す
る
者
、

即
ち
昭
和
十
二
年
三
月
六
日

以
前
に
出
生
し
た
も
の
で
、
次
の
各
号

の
一
に
該
当
す
る
者
。

①

一
反
歩
以
上
の
畿
地
に
つ
き
耕
作

境

写
真

秋
季
消
防
大
演
習

山
崎

の
業
務
を
常
打
者。

①
前
号
の
者
の
問
居
の
親
族
、
又
は

そ
の
配
偶
者
で
年
間
六
十
日
耕
作
に

従
事
す
る
者
。

［
註
〕
選
挙
人
名
簿
調
製
現
在
期
日
に
お

い
て
住
所
含
有
す
れ
ば
よ
く
、
一
定

住
所
期
間
は
誕
挙
人
名
簿
登
載
の
要

件
で
な
い
。

二、

選
挙
人
名
簿
に
程
践
で
、
Z
な
い
者

①

選

挙
人
名
簿
限
定
期
日
昭
和
三
十

二
年
三
月
五
日
に
お
い
て
年
令
満
二

十
才
米
満
の
者
、
即
ち
昭
和
十
二
年

三
月
七
日
以
後
に
出
生
し
た
者
。

①

禁

治

産

者

①
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
る
ま
で
の
者
。

①
郡
市
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
「
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

ま
で
の
者
。

①
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の

定
め
る
、
選
挙
に
関
す
る
犯
罪
に
よ

り
、
選
挙
権
、
及
び
被
選
挙
権
停
止

中
の
者
。

＝一
、
そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

地
区
民
業
委
員
会
に、

御
照
会
下
さ
い

4 



(2) 

家
正
）
三
一
等
百
石
正
一
さ
ん
（
野
中
〉
七
一
中
）
が
入
賞
し
た
。

沢
紋
次
さ
ん
ハ
山
崎
）
梅
津
耕

一
さ
ん
（
野

一

記

氏

名

品

種

名

藤

田

隆

治

し

ろ

が

ね

清

水

信

一

新

六

号

堂

用

致

推

し
ろ
が
ね

百

石

正

一

勝

以

五

号

七

沢

紋

次

し

ろ

が

ね

栴

沖

約
一

し
ろ
が
ね

本
年
度
の
米
作
朝
日
一
は

藤

田

隆

治

さ

ん

一一企三全全

一
坪
当
り
株
数

反
当
玄
米
牧
量

六
O

株

四

石

四

回

O
ム口

七

七

回

、

三

二

O

六
一
、
二
四
、
一
一
二
三

六

九

回

、

一

七

O

六
回
、
一
二

四
、

一
七

O

六

O

四
、
O
五
七

お

百

姓

の

防

機

械

化

競

技

一

事

業

本

格

化

県
知
事
杯
を
か
け
一
県
下
で
も
稀
な
山
林
崩
接
地
で
あ
る
七

た
お
百
姓
の
機
械
化

一重
滝
上
流
の
治
山
事
業
は
県
営
で
今
年
度

腕
く
ら
べ
、
県
主
催

一よ
り
六
ヶ
年
計
画
で
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

動
力
撒
粉
随
分
解
、

一な
り
、
本
年
六
月
よ
り
着
手
此
の
程
索
道

組
・
ヌ
競
技
会
は
十
月

一顎
設
工
事

（工
費
四
、
。
五
二
千
円〉

が

三
十

一
日
午
前
十
時

一按
功
愈
A

本
事
業
も
軌
道
に
乗
り
今
迄
下

ょ
う
お
山
市
役
所
治

一日
前
都
落
民
の
安
眠
を
恒
し
た
本
災
害
も
今

訟
で
県
下
各
市
町
村

一後
の
築
境
工
事
（
本
年
度
工
費
四
、
。
。

代
表
の
4
H
ク
ラ
ブ

一1

1

1

一

鮫
州
民
家
中
か
ら
、

腕
に
臼
引
の
あ
る
三
町
の
参
加
を
得
て
十

一
月
十
八
日
小
川
中

造

林

コ

ン

ク

ー

ル

一十
六
名
が
参
加
し
、
二
人
一
組
で
熱
戦
を

一
致
パ
肢
に
於
て
開
催
し
た
。

入

賞

者

一演
じ
朝
門
口
町
代
表
南
保
地
区
4

H
ク
ラ
，
フ

当
日
は
朝
日
岳
に
白
雪
を
見
、
涼
風
身

一回
目
の
松
下
三
郎
、
東
峰
の
両
君
が
出
場
、

一
に
包
む
が
晴

朝
日
町
役
川
崎
で
は
此
の
度
刺
日
町
林
業

一

一

一
三
位
に
入
賞
し
県
知
事
杯
は
入
片山
町
代
表
一
天
に
思
．
く
ま

改
良
協
融
会
と
共
催
で
造
林
の
推
進
、

一

一

一
が

挺

得

し

た

。

配

業

以

一

れ

凶

他

以

来

育
管
理
の
促
進
等
合
モ

γ
ト
l
に
造
林
品

一

一

評
会
を
開
似
し
川
開
係
以
の
派
出
・
そ
似
い
得

一

貨
の
結
州
叫
が
記
の
一
必
り
入
賞
者
が
含
ま
り

・
去
ゐ
十
一
月
十
八
日
午
後
心
同
一
二
十
分
よ

一

句
小
川
中
川
十
校
に
於
C
払
状
授
与
式
止
法
ぃ
a

一

行
し
た
。

昭和at年11月16日発行

等等

朝
日
町
で
は
、
本
年
度
も
地
区
操
業
改

良
普
及
員
の
協
力
を
得
て
、
米
作
朝
日
一

多
牧
種
競
技
会
を
開
催
し
先
般
来
審
査
中

の
処
、
左
記
の
通
り
の
成
績
を
見
、
一
等

隣
国
隆
治
さ
ん
（
大
家
庄
）
二
等
定
問
政

雄
さ
ん
（
大
家
圧
）
消
水
信

一
さ
ん
（
大

等

ひ

七

重

瀧

砂

さあ号

，、
~ r 

（
トJ
代
リ
」

（
が
？
と

（
山
崎
）

（境）

第

五

回

朝

白

地

区

一
の
時
総
会
で
密

一
丘
の
結
出
問
、

落

産

共

進

会

開

催

さ

る

一
次
の
家
出
川
が

釦
五
川
一
川
引
地

μ
め
像
以
泣
ム・
一
は
日
比

一入
賞
し
た
。
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得ミr:; ~－s' 

ザ；

小？？
林 lI 

八 71;・
ヲi

第

記 f山 ~r
P.i＇.＇＂トマ 三‘
μ：乙； 1ij

森長

ll?rJ ~I年

7.k 

＇~ 

（写
真
は
H
H
m
L
審
議
臥
易
一

快

晴

に

恵

ま

れ

、

第

三

国

朝

日
町
駅
伝
マ
ラ
ソ
ン
競
走

ー
十
月
二
十
八
日

1

マ
ラ
ソ

ン
大
会
は
、
犬
家
庄
地
区
の
三

連
勝
に
終
り
を
告
げ
た
。
成
績
は
新
記
録

一
位
大
家
庄
合
一
、
一
八
、
一
一
秒
）

二
位

笹

川

会
一
、
一
入
、

四
O

〉

三
位

涜

（二
、
一

八
、
四
五
〉

O
千
円
）
に
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

（
写
真
は
竣
功
し
た
索
道
）

一雪
組
一
出
場
一

入

賞

原

｜

者

飼

育

！点

一

一
副
数
一

一

等

一
二

等

一
三

等

「｜
｜

｜
一
司
長
l

l

大
家
庄

1
一大
成
問
｜
坂
東
舵
治

一年

一
二
ハ
寸
島
崎
健
治
一
地

部

総

額

貯

儲

寸
！
一4
｜
一
ー

一泊
0

大
村
凡
以
造
山
崎
九
川
？
伯
秀
除

ι

和
牛
一
て
八

一

一

一

堂

m秀
雄
一片サ…川折引竹…
問
鹿
一泊

大

村

竹

肱

一附
比
l

一
一
O
－泊

商

川

翫
J

凶
一大．家一

m．肋岬臥行
一似
…
川
一
比
一
臨
削
M
…叫
μ

…
 

川

？
I附

f一r
1
漫
…
肝
品
帆
欣
一悦

川

1

ブ
一L一山
附

蓬

沢

友

抱
』

一
肱

二
（υト大
家
臨
出
俊
古
「火
家
悶

m－
六
以
…
嚇
正
訓
…
抑
制
配
一

百
三
一

O
山
崎
森
附
義
郎
民
一笹
川
竹
内
説
作
一川

f

言
明
日以
白川
一

市
川
一1
川
一

d
F
L－
舟
見
入
江
武
次
豆
町
戸

f
i

l
－－

大

家

圧

犬

家

圧

－五
節
庄
山
本
勝
義
一

鵠

τ
δ
一

岡
田
山
数
一

沢
凶
政
三
大
家
江

沢

町

行

一－

4 
4 

十
一
月
三
日

町
民
体
育
大
会
終
了

好
天
に
恵
ま
れ
て
、
開

始
後
段
大
の
人
出
で
名
突

共
に
町
民
全
員
の
レ
グ

リ

エ
1
シ
ヨ
ン
の
日
で
あ
っ

た。

成
績
Ill封

勝勝勝位

次恒

境

地

区

大
家
圧
地
区

笹

川

地

区



号

朝

日

町

第

二

ゲ

の

泊

側

室

－
り一
バ
成
し
た
と
こ
ろ
に
義
深
い
も
の
が
一
に
近
代
的
な
段
築
の

一
端
を
学
ば
之
宝
か
ね
て
か
ら
老
朽
校
行
と
し
て
改
築
を
嬰

一
ら
れ
、
新
し
い
そ
J

ア
ル
ス
ク
ー
ル
と
し
て

お
る
。
来
る
十
八
日
に
はじ
け川
知
引
を
行

一
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
大
変
砲
し
し

一望
さ
れ
て
い
こ
は
街
ト
ぷ
校
台
工
、
、
よ

一
の
完
成
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

－

小

川

中

学

校

に

完

成

・

い
て
正
工
式
全
日
げ
あ
が
せ
て
多
彩
なハチ

一

た
だ
こ
の
地
方
の
長
い
冬
に
備
え
る
室
一
い
よ
改
築
が
削
れ
れ
か
一
」
と
じ
む
つ
い

γ

－4

陀
系
教
育
指
定
枝
と
し
て
折
々
%
以
を

間
内
小中」く
h

り
ひ
ろ
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

一内
保
温
の
た
め
の
電
気
施
設
と
維
持
政
の

一
今
回
の
第
一
則
工
事
は
低
学
年
数
日
夜
間
百
四

年

金

思

給

等

給

与

金

…

…

刊

誌

品

目

立

川

川
一
品
川
口
州
制
一
引
い

引

い

い

川

純

一
関

終

結

行

司

法

山

一刊

誌

は

同

熊

野

主

約

十

以

l

受

給

者

に

福

音

ラ
ス
鋭
白
・へ
ン
キ

2
2
1ト
な
耐
冷

・が

鵬

、
昨
巴
瞳

Z
E昔
、
心
醍
の
ほ
ど
を
も
ら
し
て
附
ら
れ
る
。

一会
社
に
落
札
、
十
六
日

f
J工
式
と

一

Z
t給
金
等
受
給
者
の
皆
さ
ん
に
お
知

は
四

2
m
m京
一
；

下

京

八

Z
：

対

日脚

闘

園

鶴

一

朝
日
町
の
協
案
一
号
と
し
て
誕
生
し

一
（

（

（

（

（

一
ら
せ
い
ま
す
。

ぷ

川

町

一

一

昨

日

三

両

親

鍋

鋼

一
言

語

草

加

付

一
山

崎

小

学

校

舎

改

築

一
位

開

設

は

十

円

滑

説

法

制

詰
の
な
し
守
派
な
も
の
で
あ
ゐ
リ

的

比
蹴
伊
野
島
一
司
島
照
一一

る
－一
と
に
よ
っ
て
い
つ
も
お
お
よ

よ

竺

l
j
l
i
l－
－

j
l
lj
l
j
一
替
予
入
グ
制
度
を
お
す
す
め
し
て
お
り
ま

こ
れ
に
よ
っ
て
日
記
の
め
J

手
配駅長

デ
一
h
勤
圏
四
歯
菌
圃
醐
誌
圃

圏
臨
一
く
さ
ま
ざ
ま
な
草
花
を
咲
か
せ
珍
し
い
熱
一共
に
工
事
が
は
じ
め
ら
れ
る
。

一
す
。
概
要
を
申
上
げ
ま
す
と

育

の

一

誌

で

あ

己

主
主

師

、

p
r
論

語

圏

醒

酪

鴎

闘

一
帯
一
号
室
達
に
観
賞
さ
せ
て
く
れ
る
こ

一今
回
改
築
さ
れ
る
山
崎
小
学
校
舎
は

量

一

成

設

が

右

辺

め

コ
L
U
－－
け
ふ

ベ

加

鱒

藩

姐

遡

翻

歯

固

醐

一
と
は
う
れ
し
レ
。
そ
し
て
高
度
の
間
芸
研

一
を
故
高
度
に
活
則
し
、
職
員
宝
な
ど
の
T

一
、
わ
ざ
わ
ざ
郵
便
局

へ
御
越
し
に
な
ら

に
ふ
大
き
い
指
針
は

た

り

む

ー

鞠

淵

問

削

魁

闇

－
問

符

叫

馴

枕

附

札

協

議

川

崎

一
忠
敏
を
中
心
に
低
学
年
数
械
高
学
年
伊
川

u
m
A
M
mれ
河

川

制

民

舵

げ

。
そ

L
E
t－
rd
bA
Z
f
y一
勧

J
錦
繍
ι

鴎

鴎

闇

圏

一施
設
高
ま
っ
て
制
日
町
政
業
の
蹴
進
の

一概
念
両
現
に
低
学
年
遊
び
崎
町
学
年
迎
酌
こ
支
給
制
が
そ
っ
く
り
引
け
換
え
ら
れ

g
rTAお
か
し
そ
の

2
2一
必

a僻
込

？

鋪

歯

周

囲

一
た
め
こ
の
温
室
に
大
き

い

互

参

を
か

一場
を
前
後
に
設
け
、
児

2
2に
児
鼠

F。

援
の
も
と
に
ほ
下
最
附
の

協

力

な

ど

に

よ

一

d

d

m置
齢

E
b島
民
国
園
田
・
・

一け
て
い
る
。

一

の
発
育
に
ふ
さ
わ
し
い
建
築
様
式
が
考
え

i
l
l
i
t－
－

l
j
i
l
i－
－

i
j｝
i
l
j
i
l－
－

i
t
i
t
i
l－
－

j
一
二
、
お
金
が
必
要
の
場
合
は
、
い
つ
で
も

北
陸
地
方
の
風
土
病
と
ま
で
一
二
わ
れ
る
「
向
催
制
」
は
当
町
に
於
て
も
相
当
数
に

一J
ビ
タ
ミ
ン
D
の
ー
一
段
階
の
物
資
を
一一
性
化
－
療
法
ーに
よ
っ
て
速
か
に
向
盤
病
が
治
る
こ
一

自
由
こ
通
帳
か
ら
払
戻
し
が
で
き
ま
す

上
る
出
郎
新
一かい
る
の
で

此
の
尖
肢
と
、
予
防
FL
つ
い
て
、

記
者
が
特
に
、
そ
の
研
一
し
て
ピ
タ
ミ

1
1
と

U
てんか
働
ι
T
u
t

－
L

ぜ一

U
L
1要
な
関
係
が
あ
b
ι
考
え
ら
れ
る

－
．、

t

究
に
造
訪

Jf松
か
を
－

E
似
わ
し
て
、
氷
の
一
文
な
お
せ
て
も
ら
っ
た
d

（H
A

川

一
引
い
し
も
空
J
b
t
u
u
一
一
乱
射
ぷ
此
一
伝
わ
い

一
川
十
一
一
お
り
引
い
村
山

twい
が

w
r
z
u
Mミ
一
三
グ
振
荘
一
十
入
庁

に
加
入
す
る
手
続
き

、

i
L1
一汁）トソ
J

ド
ぃ
t
E

一川河
1
7
1一一に汁
－d
，
J

い
け

一
一ν
門
リ
い
ぺ
一
一
’
リ
仁
川
j
i
g
－
－
一
一
は
簡
単
で
申
込
書
は
郵
便
局
の
窓
口
に

す

J
t
r
’ζ
コ

ヲ

）

句

、

従
っ
て
向
雌
摘
が
日
光
の
少
い
多
矧

一
ン
D
が
欠
乏
す
れ
ば
僻
カ
ル
シ
ユ

1
ム
の

F
E
は

決

取

乙

づ

い

て

松

倉

利

菩

；

計

七

引

釦

二
和

奈

川

一
目

別

配

じ

れ

れ

z
i
f－
－

あ

り

ま

す

。

けい
M
U句
集
し
必
レ
ト

向

読

の

発

生

保

守

し
て
次
の
一一つ

一町

一

治

副

知

的

山

間

一
諮

問

山

初

出

お

け

い

か

一
四

μ諮
問

住

民

刊

誌

を
迎
え
て
乳
幼
児
を
お
持
ち
の
家
一胞
の
た

が
主
な
も
の
で
あ
り
ま
す

ω食
器
中
の
燐

一
辺
白
に
よ
か
い
の
で
あ
れ
む
わ
。
航
、
J

ビ
一

烈
し
な
計
ら
ビ
タ
ミ
ン
D
も
過
剰
に

な

す

。

め
に
向
健
一
例
の
一
般
に
つ
い
て
閉
山
比
一W

N

1
ル
シ
？
ム
の
比
率
不
均
衡
、
川
注
目
一U
に
しい川
D
は
一
向
一
？
？
ん
著
効

ι一
示
引
が
其
一
り
U
す

u
i
h
の
災
レ
右
起
し
亡

p
uハ
ま

一
五、

r

振
替
予
入
H

の
制
度
を
利
用
す
る

話
し
致
し
ま
す
。
そ
れ
に
は
先
ず
れ
や
も

タ
私
の
欠
之
、
白
ヒ
タ
ミ
ン
D
のん
〈之
、

一
の
作
月
一
段
和
引
引
川
一
u
t
u
hー
が
誌
な
わ
一
品
三
位
剰
酌
或
い
は
γ
E
t
E
と」
呼
出
れ
て
こ
と
の
で
き
る
方
は
、
次
の
受
給
者
で

は
ど
ん
な
病
気
で
何
が
以
内
で
起
る
か

ω先
に
リ叫
べ
た
如
く
向
健一明
は
憐
‘
カ
ル

一
れ
で
来
引
い
U
が
北
近
ナ
イ
ー
一
ト

－
列
其

一段
り
i
r
u川
I

巧

u
t
tい
い
に
炉
1
沢
山

一

寸
普
通
恩
給
、
増
加
恩
給
、
傷
病
年
金

を
知
る
必
一号
か
あ
り
ま
す。

γ

ユ
l
ム
の
代
謝
障
問問
に
見
く
も
の
T
ぁ

hLE伎
町
し
い
七
折
一
い
い
研
究
は
次
ー
に
一
割
え
b
i
k
u
度
々
注
射
ど
続
引

ι中
川
A
W
一

普
通
扶
助
料
－
も
し
く
は
、
公
務
扶
助
一
料

御
承
知
の
織
に
人
体
の

f
の
大
部
分
は
る
以
上
食
問
中
の
内
科
の
比
率
が
乱
れ
る

む
制
叫
市
山
川
つ

ん
引
い
が
か
川
、
ん
何
軒
い
加
の
mF
一川ル
H
K
んか脳
、3
M蹴
い1
和
段
1
判
官
似
しt
血
一

ま
た
は
障
害
年
金
も
し
く
は
遺
族
年
金

鰐
酸
カ
ル
シ
ュ

l
ム
か
ら
げ
来
て
府
り
ま

に
J
は
内
健
病
発
生
の
一

大一
君
臨
と
な

ι
－mLtr此
を
壮
一
札
口
、
学
引
い
伶
引
い
い
川

一配
U
U
引
リ
カ
ん
汁
ユ
パ
バ
一
か
か
引
い
り
、
道
一

の
受
給
者
：
：
・
詳
細
は
最
寄
り
の
郵
便

す

。

忽
請
は
此
の
A
E
Z形
づ
く
る
断
と

シ
（
別
由
で
あ
り
ま
す
。
動
物
で
も
乱
で
の
で
あ
り
ま
す
が
、
最
も
霊
安
な
こ
と
は

一に
は
折
角
治
っ
た
骨
か
ら
反
対
に
成
分
が

一周
へ
御
相
談
下
さ
レ

カ
ル
シ
ユ
l
ム
の
代
鶴
岡
市
簡
に
よ
っ
て
起

は
カ
ル
シ
ユ

l
人
を
なY
く
際
女
少
く
主
主
来
考
え
ら
れ
て
居
た
ビ
タ
ミ
ン
D
は
腸

一溶
け
出
て
再
び
軟
く
骨
折
し
易
く
な
り、

一

t
l｝
！
！
i
i｛
i
i
i
i

り、

従
っ
て
化
廿
不
全
が
此
も
新
山
な
症

：一

J
一
C
：

一
〉
し
た
食
餌
を
与
え
る
引
か
ら
携
と
カ
ル
シ
ユ
1
ム
の
底
牧
を
促

一中
揺
が
急
に
来
た
時
は
ケ
イ
レ
ン
を
発
し

D
の
訟
を
加
減
し
且
、
後
に
ま
た
X
線
写

状

で

あ

り

ま

す

。

と

向

他

山

併

を

起

し

、

犬

で

は

此

の

反

対

に

一巡
さ
せ
て
体
内
に
之
を
多
〈
取
り
入
れ
、

一
て
死
亡
致
し
ま
す
。

D
を
与
え
て
居
る
子

一哀
を
撮
り
治
ゅ
の
状
態
を
判
定
し
て
も
ら

J
向
健
柄
の
限
火
は
な
か
／
＼
十けく
主
吋
酔
を
泊
当
に
多
く
す
る
と
記
念
て
来
ま
す
一
骨
の
変
化
を
治
癒
せ
し
め
る
と
一千
ヲ
作
用

一供
が
こ
れ
と
云
う
原
因
も
な
く
不
犠
憾
に

一
い
、
治
れ
ば
D
を
や
め
る
か
減
量
す
る
の

時
代
の
人
廿
に
慨
に
出
誠
一
一
明
五
化
が

urhJ
人
間
一
か

一
般
に
取
る
金
一牧
中
に
は
、
ヵ
ル
の
他
に
、
即
ち
カ
ル
シ
ユ
l
ム
、
携
の
殴

一な
っ
て
食
慾
が
な
く
、
大
泉
門
ハ
頭
の
ぺ

一
で
あ
り
ま
す
。

れ
て
居
り
ま
す
が
一
六
五
」
今
グ
リ
ソ
ン

－
シユ
l

ム
に
比
し
て
撰
が
這
か
に
多
く
、

一枚
云
々
と
は
別
個
に
直
接
体
内
に
あ
る
之
一
コ
ペ
コ
凹
む
所
）
が
早
く
閉
ぢ
る
綴
な
事
一
此
は
結
核
の
診
断
治
ゆ
判
定
の
X
線
写

と
一
す
人
に
よ
り
初
め
て

PJれた
も
だ
っ
て
カ
ル
シ
ユ

1
4適
当
に
補
う
必

一
喜
に
沈
着
さ
せ
て
病
気
を
治
癒
せ
し
め

一
が
あ
れ
ば
注
意
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
之
瓦
と
全
く
同
じ
に
大
切
で
あ
り
、
中
毒
予

鉱

山

れ

れ

ぽ

れ

は

れ
川

口

一段

軒

以

刊
誌

f
MM
M
一
町

長

引

刊

誌

は

付

対

立

一
仇

賠

訴

法

炉

問

刊

一州
政
誌
可
申
を
知
っ
て
舷
き
た
い

乱
兎
犬
の
子
絡
に
特
川駄
な
食
川
山
政
与
え
ベ
る
ビ
タ
ミ
ン
D
と
新
設
な
凶
係
が
あ
り
一等
の
椋
な
濃
厚
な
ビ
タ
ミ
ン
D
剤
を
用
い

一
て
受
け
る
こ
と
（
干
足
の
骨
端
部
で
よ
い

一

向
一他
病
を
沢
山
起
さ
せ
ま
し
た
。

一数
一
外
似
は
、
投
h

の
庄
聞
に
貯
え
ら
れ
た

一或
レ
は
大
量
を

一
時
に
与
え
る
大
量
一
回
撃

一）
然
し
て
変
化
の
程
度
に
よ
り
ビ
タ
ミ
ン

一症
状
、

治
療
、
予
防
以
下
次
号
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一
締

一

免
一
取一

一
横
綱
一

住

吉

つ

ゐ
九
四
一
大
家
庄
一前

頭

一

渡

辺

一大

堕

扇

谷

ょ

せ

九

三

一

宮

崎

一同

一

加

藤

一
関
脇
一
魚

作

ち

ょ

九

二

一泊

一同

一

車

東

西

一
小

賃

金

仲

介

し

の

九

一

一五
筒
正
有

一
折

戸

一
前
頭
一
大

蔵

さ

と

九

O
一山

崎

一同

一
常

石

一同

一
泊

城

幸

次

郎

九

O
一境

一向

一
総

回

一同

桝

国

米

次

郎

九

C
有

一向

一
渡

辺

一
火
災
予
防
運
動
が
仔
わ
れ
ま
す
が
、
此
の
一
り
、
当
日
の
観
閲
官
で
あ
る
町
長
に
対
す

全

国

火

災

予

防

運

動

と

一
期
間
中
に
、
私
達
の
家
か
ら
、
私
達
の
町
↑
る
敬
礼
、
人
員
報
告
服
装
、
機
械
器
具
の

立

入

検

査

に

つ

い

て

一
か
ら
火
災
を
出
さ
な
い
為
に
消
防
の
人
が

一点
検
と
雨
に
も
め
げ
ず
整
然
と
進
行
さ
れ

一
皆
さ
ん
の
御
宅
を
一
軒
毎
に
見
て
廼
る
こ

一
今
年
度
県
下
操
法
大
会
に
於
て
第
四
位
で

魚
津
市
の
大
火
か
ら
、
既
に
二
ヶ
月
余
一
と
に
な
っ
て
い
ま
す
、
見
落
し
の
な
い
様
↑
入
賞
し
た
山
崎
分
団
の
模
範
操
法
の
突
施

師
走
の
空
を
思
わ
せ
る
今
日
此
の
頃
、
一
一
に
想
い
所
は
、
一
一
回
も
早
く
直
し
て
、

消

一
さ
れ
る
頃
は
さ
な
が
ら
バ
ケ
ツ
で
あ
け
る

寸
し
た
ほ
ん
の
小
さ
な
火
が
元
で
、
千
五
一
防
の
人
か
ら
注
意
を
受
け
な
い
様
に
し
て

一様
な
土
砂
降
り
で
あ
っ
た
が
、
全
員

一
糸

百
戸
の
住
宅
や
工
場
を
焼
き
此
の
窓
空
に
一
下
さ
い
、
叉
消
防
の
人
が
立
入
検
査
に
来
一
み
だ
れ
ぬ
統
制
あ
る
基
本
操
法
の
展
開
に

パ
ラ
ヲ

P
挫
の
中
で
生
活
し
て
お
い
で
の

一
た
時
は
一
諸
に
協
力
し
て
、
あ
な
た
の
家
一
全
参
集
者
の
絶
賛
を
あ
び
た
。

魚
偉
市
の
方
逮
に
は
、
深
く
同
情
申
上
げ

一
の
火
災
危
険
を
な
く
す
る
よ
う
に
お
願
い
一
終
っ
て
当
日
の
呼
び
も
の
で
あ
っ
た
急

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
、
今
年
は
英
日
本
に
は

一し
ま
す
。

一造
担
架
競
走
に
金
団
員
ど
ろ
ん
こ
に
な
っ

強
風
下
の
火
災
が
多
く
能
代
市
、
芦
原
町

一
l

o

－

－

4

・E

唱
て
た
毎
て

ね
た
ゲ
1
ム
が
く
り
ひ
ろ
げ

大
知
市
、

似
作
市
等
が
、
特
に
大
き
な
損

一

朝

日

町

消

防

団

ら

れ

い

J
ω
境
、
二
位
山
崎
の
順
で
賞
品

努
豆
一
凡
け
て
い
ま
す
1

一

秋

季

大

演

習

－
が
授
与
さ
れ
最
後
に
優
秀
聞
員
の
表
彰
に

私
述
の
一
寸
し
た
不
注
意
が
も
と
で
、

一

本
年
店
、
朝
日
町
消
防
団
の
秋
季
前
習
一移
り
左
の
各
民
が
表
彰
を
受
け
た
。

此
の
搬
な
状
加
に
追
い
込
ま
れ
ま
す
、
こ

一
は
、
十
五
日
午
前
八
時
か
ら
小
丸
山
公
開

一

都
議
彰
者
氏
名

れ
か
ら
特
に
火
が
恋
し
く
な
り
、
火
の
以
一
グ
ラ
ン
ド
で
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
日
は
削

一

境
分
間

敏
い
に
は
一
同
の
へ
仕
立
が
必
裂
で
す
、
開
一
か
ら
し
の
つ
く
横
な
雨
だ
っ
た
が
定
刻
に

一

突
か
ま
ど
等
に
、
い
た
ん
で
い
る
所
、
位
一
は
各
分
間
員
会
員
が
集
合
し
、
終
飴
元
気

一

い
桟
な
と
に
ろ
が
な
レ
か
、
も
う
一
度
よ

一
に

m
Mし
て
吾
等
の
町
の
精
鋭
ぶ
り
を
遺

一

く
見
廻
っ
て
見
て
下
さ
い
。

一憾
な
く
発
部
し
た
。

一

叉、

今
月
二
十
四
日
か
ら
一
週
間
企
同
一
先
ず
台
市
凶
長
の
演
習
開
始
の
辞
に
よ

一
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沢
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朝

任

町

民

課

生

十
一
月
三
目
、
文
化
の
日
の
恒
例
の
、

町
民
体
育
大
会
は
、

好
天
に
恵
ま
れ
て
、

一
応
終
り
を
つ
げ
た
が
、
大
会
運
営
に
反

省
す
べ
き
何
物
か
を
践
し
た
。

吉
田
知
事
、
就
任
以
来
初
の
来
町
、
然

し
非
公
式
の
も
の
、

岩
崎
画
家
後
援
会
臨

時
総
会
と
銘
打
っ
て
小
川
源
泉
に
於
け
る

恕
親
会
に
は
、

盃
を
持
っ
て
会
員
一
人
一

人
を
ま
わ
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
さ
す
が
、
さ

す
が
、
と
の
評
。


